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第18期 生 を送 るにあた って

学 長 清水 哲也

皆 さん 、学L学 位 記取 得 お め で と う。

6年 間一 貫 教 育 を受 け られ 、-¥、 学 位 記 を 手に さ

れ た皆 さん 、 この 間 、や さしい慈 愛 に 満 ちた 眼差 し

で 見守 って こ られ た ご父 兄 の皆 様 のお 気 持 ちに思 い

を馳せ る とき 、 まさに万 感 、胸 に 追 る もの が あ りま

す 。

この 想 い は 、全 力 を尽 く してf日 ま で教育 に 当 た

って こ られ た全 教 官 に共 通 した感慨 で もあ ります 、,

私 ど もが 、 あ えて卒 業 式 とい うiiを さけ て い る

所 以 の もの は 、今 日 とい う 口は 、 事 の 終 わ りでは な

く、 これ か ら皆 さん が立tI,向 か っ て行 く「医 学 の 道 」

の厳 しさ を!,;.う と き、 ま さに 事 の始 ま りに 当 た るか

ら であ ります 。

医 学 、医療 をめ ぐる環 境 条 件 は 、 ま 二 とに 険 し く

厳 しい もU)カ デあ り ま弓ーり

一・瞬 の 油断
、 さ さい な齪 酷 とい う ものが 、医 師 と

しての 社 会的 生 命 を 、 まさに 一flyにして失 う局 面 が 、

い た る と ころ に あ るの で す 。

それ 故 に こ そ 、医 師 ほ ど生涯 に わ た る学 習 、い わ

ゆ る 「生涯 学 習」 が 、強 く強 く求め られ て い る職 業

は他 に な いの です 、

医 学 や 医療 の 対 象 は 、 人命 で あ り ます か ら、 当然

とい えば 当然 であ ります 。

皆 さん が 、 本学 で学 習 され た もの は 、単 な る医 学

の知 識 だ け で は な く、 人 間性 の 成 長 をか ち とられ た

こ とでは な い でLヒ うか,「 教 育 基 本法」 で も、 人

間の 成 長 を教 育 の 目的 で あ る と言 っ てお ります、,

人 間 の 成長 とは 、決 して 単 な る知 識 の 詰め 込 み で

は な く、常 識や 感性 、優 しさ とい った トー タル な成

長 でな け れば な らな いv強 調 した 先達 の 言 葉が あ り

ます 、,

「医 の原 点1
、[医 の 二こ ろ」 とは 、 人の[い たみ 」

をわ が 「いた み1ヒ とら え る こ とに他 な り ませ ん.

病 に苫Lむ.方 々の 、 「悩 め る心 」 を 、1.苦 しむ 身

体」 を皆 さん の 豊 か な感性 と暖 か い手 の ひ らの 「ぬ

く もり」 で 、病 苦 に さい な まれ て い る 入達 の 「こ 二

ろ1と 「か らだ1を しっか り と受 け とめ る こ とで あ

ります 。

個 々の症 状 や 疾 患 に 目を奪 わ れ て仕 舞 う、診療 技

術 中心 の浅 薄 な職 業 人で は な く、透 徹 した 人生観 と

高 潔 な価 値 観 に も とつ い て 、 患 者 さ ん の 全 体 像 を

「そ こはか とな い 」思 い で
、や さ し く包 み こん で あ

げ るこ との で き る全 人的 医 療 をめ ざす 医 師 に な って

は しいの です 。

「医 療
.1の 真 の意 味 は 、 ま さに[全 人的 医療 」 と

い う言 葉に よ って 表現 され る よ うに 、た だ単 に診 断

し、 治療 す る とい っ た コ ンセ プ トか ら 、予 防医 学 、

社 会的 リハ ビ リテー シ ョン まで も含む 概 念 、つ ま り

保 健 、医 療 、社 会 福 祉の 「在 り方」 まで も総 合 的 に

その 視 桿 の 中 に と らえ る 考え ノ∫か 強 く求め られ るに

雪≦っ てお りま'弓9U

し た か って 、 かか る社 会 的動 向 に対 応す る ため に

は 、看 護要 貝な どの コ メデ ィカル ス タ ッフは も と よ

り、 包括 医療 に たず さわ るiて の 構 成 貝か ら全幅 の

信 頼 が 寄せ られ るチ ー ム リー ダー の 資 質 もまた 強 く

求 め られ て い ます 。

さい わ い 、 本年4月 か ら、本 学 医学 部 に 、 「看護

学 科」 か新 設 され ます 。医 師 の 養 成 だ け とい った 片

足 、ンニちの状 態 か ら 、今 、 ま さに 高 次機 能 を有 す る有

能 な看 護 系職 員の教 育 が開 始 され 、相 互に 、医師 お

よび 看 護 系の 立場 か ら、医 学 な らび に 看護学 の 本質

を学 び とる こ とが 出 来 る 、複 数 機能 を 有す る こ とに

な ります 。

数 年 後 に 、母 校 を訪れ た皆 さん は 、 行護学 士や 看

護学 博 士 と明 〕の医 療 を 「デ ビー ト」 す る こ とが 出

来る こyで ーあ りま し ょ う、

2025年1二1まDミi民 ♂♪4ノ又i二1人 カミ65JII竃Lソ、Lcノ)老歯令』人

口 で 占め られ 、 この 国の 人 目動 態 の激 変 は 、病 め る

入達 、 老い た 人達 に 対す る優 し さ と感性 あふ れ る医

師f象 か=求 め られ る に 至 ります。

本 日、学 位 記 を手 に され た皆 さん の ご健 闘 を祈 一,

て 、 「は な む け」 の 言 葉 と致 します 、、
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第18期 生 を送 るにあたって

旭 川医 科 大学 第18期 生 の 皆 さん 、つ い に卒 業 の 日

か 来 ま した ね 。お め で と う.ノ

6年 前 、 いや 数 年 前 の 入 も い るが …… 平 成2年

4/!6日 の 人学 式 当 〕、体 育館 に 並ん だ皆 さんは 、

自・びの 中に も緊張 感 をみ な ぎ らせ て立 っ てい たの を

私 は よ く憶 え て お ります、0。ま さか5年 ・6年 時 の 学

年 担 当に な るな ん て夢 に も思 わず に 、 若 々 しい 合格

者 と後席 の うれ しさ と安堵 した父 兄 の 顔 を見 てお り

ました1,本 学 へ の 入学 後 は 、医 学 生 として の 長 い道

の りを歩 み 初 め 、学年 毎 に増 大 す る勉 学 に追 われ 、

定 期 試験 、追 試 、再 試 と厳Lい 日々 を送 って きた こ

とで し ょ う。 しか し見事 に 乗 り切 っ て本 日をfillrた

努 力 に敬 意 を 表L、 心 か らお 祝 い 中 し ヒげ ます。

さ らに皆 さん は 、小 学校 以 来か らの 学校 牛 活 に区

切 りをつ け る こ とに な るの で すが 、 これ は長 い 人生

の 一・つの バ ー一ドル を越 えた こ と を意 味 す る もの で噛あ

り、 これ も また 祝辞 に 値 す る もの です 。

しカ・し1用」丘に 医臼巾[玉1家、…∫k験とし・うノ、・一ドノレフう㌔タ)り

ます の で 、気 を引 き締 め てお か ねば な りませ ん が 、

本 日は卒 業 を迎 え 、ハ ・一ドル を越 え た喜 びに 存 分 に

浸 一一♪てい ただ き、学 長の 立場 ヒの お硬 い 話 は 聞 き流

して よい で しょ う。 責任 は 私 が取 り ます 。

皆 さん の これ か らの 人生 は 、臨 床 医 あ るい は 医学

研 究 斉の どち ら を選 択Lて も、前 に立 ちは だ か る沢

山の 山 か あ りま しょ うが 、 これ ら を越 え る技 術 と半り

断 力 そ して強 い 精i/lを 身 に 着け て いた だ きた い と

心 か ら念願 いた します、、

老婆心 … いや 老爺 心 なが ら 、私 の これ まで の若 者

との 付 き合 い(本 学 の学 生 、わ か ∫・、私 の 医 局 員な

ど)を 通 して 、 これ は まず い と感 じて い る こ とが あ

り ます,,も し白分 に思 い 当 る こ とが あれ ば 、 大事 な

こ とです か ら是 非 参 考に して下 さい。

その一 つ は 、親 友 を持 っ てい な い者 が 多い こ と、,

喜 怒 哀楽 、何 で も心 か ら話 し合 い の で き る、 生 涯 変

わ らぬ友 情 を持 ち続 け る 友 人 を選 ふ こLで す,,今 回

第6学 年学年担当 斗ヒ 進

の卒 業の ごとく一 山征服 した時に 、fを 取 りあって

喜んで くれ る親友かいるこ とは何に も代 え られ ない

宝 です。

その二つ 目は 、目標 を持 っていないこ と、,最も学

生中は卒業に こ ぎ清けるこ とと国家1武験 の征服が最

大 の 目標 で しょ うが、医師 としての将 来目標 は設定

してお く必 要があ ります、,私の場合 、目標は遠近2

つ を持つ こ とに してお ります,,志 はあ くまで高 くと

いわれ ますか 、 しか し ・H.挫折 した ヒき、すべ てを

見失っては何に もな らないので、 丁・近 な ところに も

う一つ着実 な目標 をお き、ar段 はそれ を目指す とい

うものです。

三つ 目は、平衡 感覚 を持 っていないこ と、、何がな

んで も絶対 止 しいと一 つの こ とを信 じこみ 、反対論

に耳 を貸 さない偏狭な姿勢 は、方向 を誤るこ とにな

り勝 ちです。常に 「私はこれ で1卜1しいのだろ うか」

と白分に問 いかけ る謙虚 さを失わ ない よう努め て下

さい。

最近 はあ まり聞 こえ てこないけれ ど、他大学の医

局あ るいは病院に勤務 した本学卒 業生の評判 は、「素

直で折 り目正 しい」 とすこぶる良好 でした。これは

教育 を担 当 した教官の こ苫心 に対 する何 よ りの謝恩

であ ります。 さて、皆 さんの評判や如何に!学 年

担 当者としては 、大いに気になる ところです、、

素直で謙虚の一Lに、今後は根性 とた くましさが身

に着いた 人間に成長 して くれるこ とを、心か ら念 じ

てお ります、,

第18期 生の皆 さん 、本学 の誇 りを堅持 して、明 日

の医学 を背 負 うべ く、入生の大航 海に 元気一杯船 出

して ドさい、,

卒業おめで とう!

(倖1科ll腔 外科学講座 教授)
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道 北 の 拠 点 で あ り、道 内 各地 へ 足 を運 ひ 易 く、 イ1学

中 に 色 々 な と ころへ 行 け た こ と も良 い思 い 出に な り

ま した,,

私 は 入学 試験 の 面接 で 、 「も し本学 に 人学 で きた

ら どの 様 な学 生 生 活 を送 りた いか?」 との質 問 に 、

「多 くの 人 と知 り合い
、様 々 な 考 え ノ∫に触 れ 、視911'

の 広 い 人間 に な りた いdと 答 えた の を覚 えてい ます,,

実 際 の 自分 の学 生 生 活 は あ ま り社 交的 で は なか'、 た

か もしれ 圭せ ん が 、 そ れ で もこのEi年 間 に 少Lは 成

長 し、物 事 を 多而 的 に 見 る 事か で きる様 に なり たの

で は な いか と思 って い ます 、、特 に 臨床 実 習 では 多 く

の 患 者さ んや 先生 ノ∫と触れ 合い 大変 勉 強 に な り ま し

た 。 又、 とて も個性 豊か で愉快 な グルー プ の仲 間 達

と 共に1年 間 実 習 で きた こと も幸 運 てLた 、、

こん な私 で も無 事 卒 業 を迎 え る こ とか て きたのは 、

諸 先 生 方 をは じめ本 学 関 係 者 の ノ∫々 、共 に学 んた 仲

間 達 、そ して 私 の家 族 の お か け だ と思 り てい ま翫,

こ れ か ら1/二派 な医 師 に な る こ とで 少 しで も 二。ノ)御恩

を返 して行 け れば 幸 い と思 い ます 、 本'1'1にあ りか と

う ござい ま した、,

卒業にあたって口三=コ

第18期 卒業生 長谷川 公治

この 日本最北端の医科 大学に

入学 してか ら早6年 がた ち、こ
ゆ ド

幅1の た び 無事 に卒 業す る こ と とな

な
,り まLた 、,

入学'11初 は 長 い と思 って い た

6年 間 も、特 に後 半 の3年 問 は

あ'・ とい う間 に過 ぎて し まっ た よ うな気 が し ます 。

今 、6年 問 の学 生 生 活 を振 り返 っ てみ て も、6年

前 に 自分 か いつ もどん な事 を 考え 、 どん な事 を して

い た のか も うあ ま り覚 え て い ませ ん 。 た だ 、 初め て

こ の大 学 に 来た と きに 、 ピコー一ピコ.一 と風の 吝だ け

か 聞 こ え 、寒 くて寂 しい とこ ろだ とい う印 象 を'受け

た こ とを思 い 出Lま す 、,し か し、 讐か な 自然 を身近

に 感 じ な が ら学 問 を す る こ と は素 晴 ら しい こ とで

あ り、 牛寺に 私 は5月 か ら(i月 に か け て の 陽 気 が 大

好 き で 、 晴 れ た 目に は 講 義 室 を 抜 け 出 して ひば り

の 声 を聞 きな が ら 口向 ぼ っ こ を した り、 ドラ イブ に

出手卦け た りした こ と もよ くあ り ま した 。 又、麺1月1は

4
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卒業にあたって

麟

X18期 卒業生 瀬川 利恵

平 成2年3月 に、旭 川医大か

鎖 らの直接 の電話で合格 の知 らせ

を受 けてか ら6年 が立 ちました。

3月 末の時期はずれの人学手続

きに行 くと、私 と同 じような幸

せそ うな学生がいたのが印象的

で した。

卒業 を 目前 とす る と6年 前 に入学 した春 を思 い出

します。神 楽の岡に そびえ る白亜の建 物 を見た とき

大学 ・医学に対す る夢や希菓 を抱 いたもので した。

ただ4月 の入学式に桜ではな く雪 にふぶかれた とき

は、夢 も希望 も少 しこお りつ きそ うに な りました。

それでもやは り旭川の自然は素敵でした。春はエゾム

ラサキツツジの紫、夏はラベンダーの紫 、牧草の緑が美

しく、秋 にはエ ゾ松や紅葉樹のお りなす景色 は風景

画の ようでした。ナナ カマ ドは実家の庭にあ るもの

とは違 い、緑の葉 にまっ赤に映えていました。冬は

空気がすんでいて星が よ く見えます。 ただ酒 を飲ん

だ後夜風 にふかれなが ら星 を見るには寒す ぎました。

旭 川医大は大雪のす そ野 に広が る庭 の中にあるよ う

で した。

この 自然の 中にあ って も少 なか らず苦悩や倦怠は

あ りま した。 それ を予 防 ・克服す るには、 自分 の注

意 を外 の世界に集中するこ とであ る、 とこの6年 間

で気付 きま した。 自分が最 も望 ん でい るものが何 で

あ るか見つけ ること、そ してそれ らを徐々に数 多 く

増や してい くこ とです。例 えば 、さまざまな知識(医

学 と医学以外)や 、私 が愛情 を感 じてい る人たちな

どです 。それ らへの働 きか けは 、それぞれ何 らか の

活動 を促 しその興味が生 き生 き してい る限 り、倦怠

を完全 に予防 して くれ ます。医学 を学ぶ者にとって、

医学以 外の知識 と人間に興味 を持つ ことは、非常 に

大切 なこ とである と思い ます。

これか ら私 は、学問か ら得 た知識 をいかす専 門職

としての楽 しみ と、 じかに苦 しん でいる患者に接 し

なければな らない とい う人間 としてのつ らさの2つ

の面 を持つ実際の医療 と対面 しなければな りません。

そのためには 、今 まで以上 に患者 と対 等に接 しうる

人間性 を獲得す るため努 力 していかなければ ならな

い と思 い ます。

[=====二 二二二. .============二 二===コ

母校 を去 るにあたって

第18期 卒業生 中沢 洋三

予備校 の寮 の狭 い部屋で、何

通かの願書 と日本地図 を机いっ

ぱいに広げ、 まだ見ぬ新天地に

思 いを馳せ ていた頃か らもう6

年が過 ぎました。最後に この地

を選んだのは、「北 の国か ら」に

感動 したか らとい う格好の悪い理 由か らでした。夢

の医学部 、憧れの北海道に こ うして意気揚揚 と乗 り

込 んで来 ました。

しか し、現実は厳 し く、新 しい環境 、北海道 人の

気質に全 く馴染めず、極め付けは甘 い勧誘の言葉 に

騙 され入ってしまった野球部。 目付 きの鋭 い主将に

辞め たいの一 言が 言い出せず 、後悔 ばか りの毎 日を

送 る典 型的な旭医1年 生 となって しまいました。

あれか ら6年 、辞 める筈だ った野球部 に今 ではす

っか り根 を下 ろ し、随分 な先輩風 を吹か しています。

私を騙 した先輩方は一 人前の医師 とな り、私が騙 した

後輩達 も東医体チ ャンピオン とい う言葉 の響 きに心

魅かれ る学年 に達 しました。 そして今年 もまた、甘

い言葉 に誘 われかわいい新 入生達が加 わ りました。

彼 らの多 くは私 と同 じ く本州 出身 で、彼 らを見 る時

はいつ も6年 前の 自分 を重 ねて しまい ます。彼 らも

故郷 を遠 く離れ たこの地で、様々 なス トレスに思 い

悩み、戸惑 うので しょ うか。見 ている と随分 楽 しそ

うですが。数年後には東医体 のあの舞台に憧 れ、 多

くを犠 牲に し、泥に まみれているのか もしれ ません。

6年 もある医学部 、600人しかいない小 さな大学、

クラブの練 習 と試験 に縛 られ る不 自由 な生活、 とか

く"つ まらない"と い う悪 評ばか りを耳 にす るこの

大学ですが、同 じ仲間 と同 じ事 ばか りに6年 間打ち

込めば、付 け焼 き刃 では決 して味 わえない世 界 を垣

間見 ることもで きます。 もっと広 い 自由 な大学だっ

たらきっと言葉 を交 わすはず もなか った人 も、嫌 い

だ った人 も、私 を嫌 いだ った人 も、6年 経てば皆 い

い仲間。

医者は体 力だか ら今の うちに体 を鍛 えなさい。練

習 は軽い 、心 配す るな、そんな言葉 で始 まった6年

間。現役引退 とともに体力は下降線 をた どり、残 っ

たのは クラブで痛め た古傷の痛 み と、東医体優勝の

メダルと、この地 を去るのが惜 し くな る程 のいい仲 間

達 で した。
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学生教育について

解剖学第一講座 教授 小 野 一 幸

私 は本学に米て16年 間、水 を得 た魚の如 く自由に

働か させて頂 きました。 これは偏に歴代 の学長 をは

じめ教授の皆様、職 貝の方 々の ご指導 、 ご厚情の賜

と深 く感謝 してお ります。特に同名講座 の松嶋教授

にはご理解 とご協 力 を頂 き厚 く御礼 申 し上 げます。

本学 では精神科医 を必要 とす る学生 はお りま した

が、 自殺者が一 人 もでなか った事 は幸 いで した。た

だ医師 を目指 して本学に入学 したのに、医学の講義

を受け る前に、 または少 し受 けた状態 で退学 した学

生がお った事 は甚だ残念で した。教育 は方程 式がな

く極めて難 しい問題であ ります 。退官 にあた り教育

について私の考への一端 を述べ させて頂 きます。

"本学 の学生進級 ・留 め置 き状況
、 を見 ます と、

ここ10年 間の留め置 きの学生数 は第一学年 が10%強

で一番 多く、学年 が進 むにつれて減少してお ります。

1年 の時にふ るいにか けたか ら上の学 年で留め 置き

が減少 した とは言い切れ ない と思い ます。 きちん と

勉 強 しない学生が一番良 くない ことだけは確かです。

しか し1年 の時留年す る とシ ョックか らなか なか立

ち上がれない学生 もおる様に思 えてな りません。

旧制の医科大学 に旧制高校 の理 系の学生が 入学す

るのは当然で したが 、ある医大では文系の学生 も受

け入れ てお りました。文系の学生 だった方が その医

大 を卒業 し、母校の立派な教授 にな りま した。本学

の入試に も前期 日程 を設け、多様化す る時代 の需要

に対 応で きる人材 を確保 する事 にな り喜ば しい事 で

す。 しか し個性あ る人材 を入学 させ たのに不得意 な

科 目の単位 を取れず留年生が 多 くなった とした ら何

の為 の前期 日程 入試なのか分か らな くな ります。何

も程度 を下げ うとか 、点数 を甘 くせ よとか言って い

るの ではあ りませ ん。私 は本学 を去 るので知 るよし

もあ りませ んが、前期 日程で入学 した学生 の動向 を

見た いものだ と思 います。

あ る大学 の教授が医学部 と他 の学部 の講義 を同時

に担当 してお りま した。その教授 の医学部学生へ の

定期 試験 の問題は難 しく多数の学生が不合格にな り、

他学部学生への問題 は易 しいので大部分の学生 はパ

ス したそ うです。 どう言 う事なので しょ うか。また

ある大学に医学部が 設置 された時 、他の学部 の教授

はヘ ソを曲げて講義 を しなかったそ うです。 そこで

致 し方 な くその科 目に関連 した研究で学位 をとった

医師達に講義 を依頼 した所 、臨床に直結す る講義 を

したので学生 には大好評だったそ うです。講義に興

味 を持 たせ る事が どんなに大切 か分か ります。私 も

学生時代 、波長が合わない教授の講義 には真 面 目に

出席 しなか ったよ うな気が します。

私が非常勤講師 をしてお ります大学 で 「学生によ

る授業 評価 アンケー ト」 を学生に とりま した。"こ

のア ンケー ト調査は、授業担当教 師が学生諸 君 と共

に授業 をよ り改善す るこ とを目指 して実施す るもの

です。 とい う大学か らの協力要 請で した。内容 を抜

き書 きします と、①授業に興味 が持 てたか。②授業

の内容 は理解 出来たか。③教師 の授業に対す る熱意

を感 じたか。④教師 は授業において重要 な ところを

強調 して くれたか。⑤教 師は授業の中で、学生の質

問、発言等 を促 したか。⑥学問 をす る雰 囲気 を保 つ

よ うに教師は努 力 したか。等 々の設問に対 して5段

階評価 をする事 になってお りま した。私 としては さ

らに、①試験問題は成績 の評価 に適切 だった と思 う

か。② 講義 の内容に沿 った問題がだ されたか。③実

習には教師全員が参加 して指導 して くれたか。等の

設問 も必要 ではないか と思 います。

学生 の意見に耳 を傾ければ 、更に教育効 果が上 る

ことで しょう。本学 において も学生 を教育す る上 の

参考 になれば幸いです。

最後 に本学の ます ますの発展 を祈念 します。
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灘 定年(停 年)近 き日に論語を

表題の定年 の"テ イ"を 停 の字にす るか定 を選ぷ

かに、まず、迷 う。辞書には同義語 とあ り、 どち ら

を使 っても良い とある。念のために漢和大辞典 をひ

ろげる。停 は、 とどまる、やめ る とある。 さらに停

を冠 した字句に 目を転ず ると、停学 、停滞 、停職 と

不都合 な言葉が並ぷ。一方 の定 は、さだ まる、さだ

め を意味す る。熟語には定心(落 ち着いた心)定 本

(標準 とな る本)、 定 見(は っ き りと定 まった意

見)、 定理(永 久 にかわ るこ とのない真理)定 評 な

どと模範生的な意味合いが多い。 ならば、字句か ら

連想され る感 じが良い 方を選 ぶこ とにす る。

今年 の2月26日 で満65歳 を迎 えた。定年退職の 日

まであ と1カ 月。読む読 まずにかか わらず本棚か ら

床の上 まで積み上 げられた書物 で教授室は場末の古

本屋 と見迷 う様 、 自宅の書斎 なる部屋は足の踏み場

をさが し求めなければな らない状態 であ る。

占色蒼然たる本や、いかばか りか老化防止に役立つ

と期 待 して求めた新刊 書、古 きも、新 しきもそれ ぞ

れに思 いが あ り、愛着 もあ る。一切 の未練 を断ち切

る時期 、十把ひ とか らげに括 りつけ整理 しなければ、

これか らの第二の人生が停 頓する。書斎な る部屋 に

立てこ もり、書物 の山を動 かす。戦 中派の悲 しいば

か りの物への執着心 を断つに断たれず、予に した 多

くの本は単に左か ら右へ と移動す るに過 ぎない。

そんな本の中に 、北 大予 科 で教 ん だ"簡 野 道明

著、論語解義"な る700頁 に及ぷ書が出て くる。狼

漢 と揮名 された倫理学の教授 が選定 した教 科書 であ

る。肉体労働 の報酬 でや っと求め たものであ る。 に

も拘 らず 、教授 の講義は渾名 どお り金瓶梅 の楊 貴妃

の話で大半の時間が費や され、終業間際に、論語 の

一節 を独特の抑揚 で吟 じて終わった。大戦後の経済

情勢が最低の時期 の印刷物、50年 近 い歳 月で文字 は

に じみ、かすれている。懐 か しさで頁をめ くる。

"子 日
、吾十有五 而志 千學 … 。言睾讃"子 曰

く、吾十有五にして學 を志す、三十 に して立つ。 四

十に して惑 はず。五十に して天命を知 る。六十に し
しra

て耳に順ふ。七十に して心の欲す る所に従 えども、

外科学第二講座 教授 水 戸 廼 郎

のり こ

矩 を喩 えず と。

年齢 に若干の誤差 を加 味すれば 、吾が人生 も聖 人

の孔子 に似 るか と思わせ る出だ しであ る。17歳 で北

海道大学の 門を くぐり、医学部卒 業、大学院 を終 了

して、30歳 に して、や っ と文部教官、助手、 また一

家の家長 となる。 しか し、40歳 以降が どうも符合 し

ない。聖 人君子に列す ることに ならなか ったのは、

これか と合点す る。論 語読みの論語知 らずの醤え ど

お りである。

44歳 の春 、1975年 の4月 、旭 川医科大学、外科学

第2講 座 、教授 として赴任 した。研 究棟 も附属病院

も無 い大学 では 、総てがゼ ロか らの出発であった。

20年 を経 た今年の私の賀状には"光 陰矢の如 しを実

感す る"と 書 いて しまった。秀吉ではないが 、"難

波な らざる旭川の ことは夢の また夢"の よ うに一瞬

感 じたか らである。が、20年 の歳月 を振 り返 ると私

な りに一年一年が 、 寧天 の我に命ず る所似 の者の大

いなる を知 りて、之が実行 に務め …"と いっほ

ど大袈裟 ではな くとも、匹夫の才 と能 を振 り絞 り実

行 して きた感が深い。教室の創設は当然のこ となが

ら、大学附属 で唯一の ドッグファーム をもつ動物実

験施 設には じま り、多難であった手術部、材料部 、

輸血部あ創 設にたず さわ り、60歳 に して、附属病 院

の管理運営 を担 ったことどもが 、走馬燈の ように脳

裏 をかけめ ぐる。 そして、それ ぞれの事項が満点 で

ないに しろ、及第点に達 し、や っ と卒 業の 日を迎 え

た といえよ う。勿論、私一 人の力量ではない ことは

当然である。教室は教室貝一 人一 人の 、また、同門

の方 々の、さ らに大学、病 院は、それ ぞれの職域 の

方々の協 力、支援があ ってのこ とであ った。20年 間

お付合 い を願 った一 人一 人の仲 間 、友 人の方 々 を

思 い起 し、感謝 の 念 で胸が ふ くらむ。これを停雲

とい うそ うである。 自銀に輝 く大雪山連峰 を背に停

停(す らりと美 しい)と した旭川医大 を目にす る と、

定年 のテイはや っぱ り"停"と 書 くべ きか と惑 いな

が ら、古ぼ けた教科書 を再 び書棚に戻す私 である。
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退官 にあたって

整形外科学講座 教授 竹光 義治

1975年 夢 と希望 に 燃 えて 几州 か ら遙 々 旭川 医 大 に

蔚任 し21年 が た っ た、,出 発 前福 岡 の桜 は 満 開 近 か っ

たが 、 旭 月1の住 宅 は まだ雪 の 山 で路 は凍 って い た 、、

しか し、 医 大創 設 の こ と を思 う と寒 さは 気 に な らな

か った 。 あれ か ら20年 篤 馬 に鞭 打 つ 毎 日であ ったが 、

大過 な く厄気 に退 官 のHを 迎 え た こ とを皆 さん に心

か ら感 謝 して い る 、も と も と教 奉 のt催 者 に な るな

ど 考 えて もい ず 、勉 強 もあ ま りせ ずに い た 私 か1973

年 春 で あ った か 、 旭川 医大 に決 ま っ た知 らせ を受 け

び っ く りした。 恩 師 の ・人 当時 の 酉尾 教 授 か ら言 わ

れ た こ とは 、1北 海 道 は 天 国 だ 、 しっか りや って こ

い1で あ ・った、,な れ な い北 海 道 での 生 活 を想 い 、 ま

た 、一"L懸 命や れ ば 天 国 に な る ぞ との 励 ま しで もあ

った、,先 ノLは私 を よ く ご存 じであ った 、,

rl位 旭 川病 院 の 片の病 室 を借 りて教 室 創 りか始 ま

っ た。 ス タ ・ノブは北hか ら 参加 して くれ た 原 田助 教

授 、佐 藤 郎忠助 丁・で あ っ た、,教 室 の 図 面 を前 に毎 日

大 きな声 で議 論 を して 出 来 ヒか'・、た の か 今 の教 室 で

あ るが 、rに な ・・)てみ る と聞 題 点 も 多い、,市 ウ:病院

の庭 の 大 木に 来て鳴 く郭 公の 声 は 九州 人 に は珍 し く

1惑i嘆した。

附 属 病 院 は 先に 西病 棟 だ け 出 来た 。Ei階 西NSは

3内 科 と整 形 外 科の 混 合 り歯棟 で あ った 、、夏の あ る 日

3内 科・と神 楽 岡 公 園 で ソ フ トボ ー ル の 試 合 を した と

こ ろ レ フ トを守 って い た 並木 教 授 か フ ラ イを捕 ろ う

と して ア キ レ ス腱 を断 裂 。 野球 どこ ろ で は な くな り

小 川教 授 の 麻酔 で縫 合 術 を した か 、 無 事 歩け る よ う

に な っ てほ っ と した こ とを覚 え て い る、,

さて 、新 設 医 大では 医 学 教 育 セ ミナ ーが 開 か れ 、

こ こ で まず教 授 錯 覚 な る言葉 を教 え られ た、,講義 を

してた くさん 知識 を詰 め 込 ん で 教 え たか ら令 部覚 え

た 筈 とい う錯 覚 に 陥 るな 、 とい うこ とで あ る、,こ の

セ ミナ ー は 目新 し く勉 強 に な り、 その 後の 学 生 教 育

に 役 、iニー、た,,

Postgraduate教 育 は マ ン ツ ・一マ ン教 育 をモ ・・卜

一 と し
、脊椎 、股 関 節 、 ド肢 、L肢+マ イ クロの4

つ の班 を まわ る毎 に 試験 を して修 得 度 をチ ェ ッ クし

た。 人局 して1～2年 は大学 て基 礎 教育 、次の3年

～4年 間は関連教育病 院 をロー テー ション、その後

教室に帰 って1～2年 聞高度の研修 をし、次に希望

すれば専門を持つ よう指導 した。北海道では札幌一や)L

lIl以外は手や足だけの専門医より整 形外科gelleralist

を育て る要望度か高い と判断 したか らである、、

教室 貝が育たない内か ら道内の 多 くの病院か ら人

材要請が来た。 本当にあ りが たい ことであった。北

大の前教授が 几大の先輩でそのお弟fさ ん達が親 し

み をもって応援 して くれたこ とか嬉 しか った。断 り

きれず整形外科医不在の病院に も研修病院の基礎 を

作 るため 、若 い医師 を派遣 し心配 も多か ったか教室

の スタッフがバ ックア ッフ し、院長達 も温か く見守

って くれ た,,医 師 を派遣すれば 評判か よいので患 昔

かす ぐ増加 し年 々増貝の安請が来た,、大学設 ドノ1の目

的か臨床医 を育 てるこ とであったが、教室の1,!礎研

究要員は 万年 人fイ く足の♪伏態力孫涜きとうとうr日 に

至った、,私の非 力がrN一った、,

教室の研究は まず疫学調 査か ら始めた、,北海道の

整形外科疾病 の実態 を知 り、かつ旭 川医 大の'1㌔:の根

を植 えるためである、,学校 検診では側7,∫症 等を調 査

し発見 しては大学へ つれ てきて治療 をした,,次 の農

村での 中高年 者腰痛 と姿勢 異常 、それ と膝 痛 であ

る、,北海道は腰山が りと腰痛が特に 多い。その原因

をつかむ ことは腰痛症の原因 を勉強す るのに適 切な

テーマ と思 ったか らであ る、,なお 、基礎研究の 而で

本学機器セ ンターの果たす役割は全国に誇れ る もの

である。

教室 を預か って思 うことは、 「学道両'.1の 重要

性 であ る.こ れは1し大整形外科の訓であるか 、この

言葉 を旭川医大の若 い医師諸君に も贈 りたい,,更 に

研究面で挑戦 して欲 しい、、北海道に来てた くさんの

入達に応援 して貰い本当に 「左国 」であった,,今 日

まで教室 を育 てて くれた歴代学長初め全教室の皆 さ

ん 、職 貝の皆 さん、それ と美 しい北海道 の た白然に

厘 く御 礼 を申 し上げたい。
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教授就任 にあたって(わ が街)

化 学 教授 中村 正 雄

私 は昨年3月 に退官された化学教 室担 当内田教授

の後任 として同8月 に着任 いた しました。 内田先生

を身近に した教官の方 々か ら、先生 の教育者 として

の姿勢や学生に対する接 し方 をうか が うにつれ身の

引き締 まる気が致 します。着任間 もないこ とですの

で、これまでの経歴 を述べ新 任の挨拶 とさせ ていた

だきます。

私が生 まれたのは敗戦間 もない関東平野の真 ん中

に位 置 した田園都市。 旧い街 道に沿 った生家か ら子

供の足で10分 も歩 くと、畑や 田んぼが広が り、良 く

晴れた 日には東か ら関東平野 を囲んだ筑波、 日光連

山、秩父 それに富士 山を望 む ことが できました。物

心ついたのは昭和20年 代の後半ですが、街並 は どこ も

色彩 に乏 しく娯 楽 と呼べ るのはラジオや 広場 での野

球 が中心で した。野球 といって も道具 は無 く、棒 と

ゴム まりと三角べ一 スの ロー カルルールでの遊 びで

した。 当時幼 な友達 と良 く自転車で遠出 をしま した

が 、その 頃の 記憶 が今 で も良 く残 って い ます。久

し振 りに帰郷 す る とそ の記憶 との差 に 閉口す るこ

とが 良 くあ ります。私達 が 時折遊 び場 とした神社

や寺 は高い杉や雑木林 で覆われてい ましたが 、道路

の拡張や 宅地造成で切 り倒 され裸 になった神社や祠

はひど く貧弱 に見えて気 の毒 な思いに させ られます。

地元の旧い高校 を卒業 し昭和40年 に北 大理類に入

学 し札幌に移 りました。 入学式に合 わせ 東京 を夜行

列車 で発つ頃は桜がほころんでいま したが 、連絡船

を降 り渡島半島 を走る汽車か ら見える原野は春の雪

で輝いていました。当時の私は、や っ と親か ら遠 く

離れた解放感 と不安 とで一杯 であった と思い ます。

昭和49年 に大学院理学研究科化学専攻博 上課程 を修

了しました。修士1年 の時、フランスに端 を発 した

学生運動が 日本の大学 を席巻 し北大に も波及 しまし

た。当時の教授達 はひど く学問的 な自負心が強か っ

たように思い ます。学生達 と教授達の議論 は戦前の

教育体制 を引 きず り、相手 に対す る幻想 をなか なか

越え られず平行線 になるばか りで した。

このころ実験 を全 くしていませ ん。幸 い私の居 た

研究室は研究テーマに事欠けることはなく、修士論文提

出間近 くな ってヤマに当 り遅 れ をとり返す こ とがで

きま した。 同期 で学位 を一 緒 に取 得 した のは6名

で した。 挨拶 に うかが った教 室委 員 の教 授 か ら卒

業 時 に6人 とも職 が決 まってい な いことを告げ ら

れ ました。更に、"仕 方 なしに外国へ留学 して も帰

国 して良い職 に就け る とも思 えない。"と追 い打 ちを

かけ られ ました。友人達の名誉 のために言 えぱ、 こ

の頃に留学 した人達はその後 も良 い仕事 をしてい ま

す。 日本経済 は依然 として高度成長 を続けてい まし

たが、相変 わ らず理学博士 は売れ筋 ではあ りませ ん

で した。 引 き続 き、学術振 興会の奨励研究 貝 として

1年 過 ご した後、北大 応用電気研究所生体物理部 門

の助手 として採用 され ました。 これで安心 して研究

が出来る と思 いましたが、さっぱ り成果が得 られず

泥沼 の2年 が続 きました。生活が保 障 されて論文が

書け ない と逃 げ場 がな くな ります。当時の私の研究

テーマは酵素 と基質 との電子のや り取 りに関す る も

ので、生体に於 る ラジカル反応機構 の基礎 をなす も

ので した。ついで甲状腺 ホルモ ンの生合成機構が酵

素 レベルで どう制御 され るかについての共 同研究 を

行 い、限 られた材料か らどうホルモ ンが合成 され る

かの仕組み を明 らか に しました。

昭和61年 には文部 省在外派遣 でニュー ヨー クの下

町にあ る医科大学 に滞在 しました。 ここプ ロンクス

はR・ デニー ロの近作や彼が主演 した"レ ー ジング

ブル"、"レ ナー ドの朝"の 舞 台 となった所です。滞

在中の私 のテーマは制癌剤 プ レオマ イシンの酸素活

性 化に関 した ものです。失敗 の多い 日々で したが こ

の街 も忘 れ難 いです。何故 な ら、ここで今 で も親交

のあ る友 人達 を見つけ ることが 出来 たか らです。

旭川に着任 してか ら、 もう半年が過 ぎて しまいま

した。周 囲の手 をお借 りしてや っと生体 のフ リー ラ

ジカル反応の研究 を再開 しま した。私 に とって旭川

は4番 目のわが街 にな りそ うな気が して来 ました。
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平成7年 度

「圃

総 欝講 繍 …1論1儂∴ゆ

7〕 斗勺」長=7鐸=冠ど入'とデニェ℃(於f本 育 負官)

〔新 人'L100名(う ち女r一学 生33名)〕

17-1H日

新 入 生研 修(於 第1～4セ ミナ ーYL)

21口 医 師 国 家 試験 合格 発 表

(本 学 合格 者106名 、 合格 率98.15%)

「

♂

拶 韓毎㌃;
、 ノ!'・ 』v

、1

入学式

圃
2～4日

第21回 医 た 祭

(テ ー マ:『 ル ネ サ ン ス 』)

30日 巨亨frρデ:f、ン:、i己手受 与・ユ竜(i第2ゴ セ轟義等ミ)

('f:f」ン1記被 子受1・ 昔7名)

瞳 劉

齢忽鱗ぼ

み
球 、バ スケ ッ トボー一ル(男 女)、 バ レー ボ

ー ル(男 女)
、 サ ッカー 、 卓球(男 女)、

剣 道(男)、 弓道(男 女)、 ハ ン ドボー ル

成 績:優 勝 準硬 式 野球

総 合成 績:男 子7位 、女 子19位

し嬉終 爽

7-8月

鴨 嵐 獅
鴫垢 .

轄
医大祭

L7阻1
1～9日

第4z回 北 海 道地 区 大学 体 育 大 会

'11番†交:
_1ヒ～f珪」堂〔人ごマ=

本 学 参加 械 目:陸 ヒ競 技(リJ、 準 硬 式 野

画

欝 、
地区体

第38回 東 日本医 科 学 生総 合体 育 大会 夏 季

大 会

主 管 校:岩 手 医 科 大学

本学 参加 種 口:陸 卜競 技(男)、 準硬 式 野

球 、 テニy(男 女)、 ソフ トテニ ス(男 女)、

1章球(男 女) 、 バ レー ボ ー ル(男 女)、 バ

ド ミン トン('1,)、 サ ッカー 、バ スケ ッ

トポー ル(男 女)、 柔 道 、剣 道 、弓 道 、空

手 道 、水 泳(男 女)、 ゴル フ(り 汝)、 馬

術 、ハ ン ドボー ル

成 績:準 優 勝 テニ ス女 」仁

ノくドミン トン 女 ∫7・

3位 バ ド ミン トン 男子

糸念合しIJ文糸貞二12f立

9kJ、rl戊7年1斐 糸内眉'∫t(於 ・4`'7一 糸内,L1,,.v,Ni.)

8～3月

第38回 東 日 本 医 科 学 生 総 合 体 育 大 会 冬r

大 会

主 管 校:千 葉 大 学

参 加 種 口:ラ グ ビ ー 、ス キ ー 、ア イス ホ ・・ケ ー

10…
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i

岡
6口 体 育 大 会(学 生 主 催)

競 技種 目:ソ フ トボー-IL,綱 引 き、 リレ

ー
、卓球 、バ ド ミン トン、バ

ス ヶ ッ トボ・一一ル

20日 平 成7年 度解 剖体 慰 霊 式 並 び に 文部 大臣 感

謝 状 伝 達 式(於 体 育 館 ・第4セ ミナ ー 室)

29日 博 十 学位 記授 り式(於 第2会 議室)

(学 位 記 被授 与 者6名 〉

欝'・ 撃 戸糟

、'一 図　 ヨ

*? .e避 温r騨 嵩 聯 丁 曽翫 粟_艇.・
・～ 媚 、_銘 一≧-n●

,
酬評

'

げ
》
覧

鞍

編

へ

譜

.
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臨
ゴ

i10月1

:i～31日

一!l

¢滋 蝕
＼瞬 鷲 映

～庸
燭

「.,n7

解剖体慰盈式

」F成7年 度 公開 講座

1骨 と関節
、運動 とリハ ビ リテー シ ョン」

血
5日 本学記念 日

一

12A

l8-19日

ス キー教 室

講師4名

生21名

公開講座

於 北大雪 スキー場)

、厚 生補導 委員会委 貝、参加 学

25日 博L学 位記授与式(於 第2会 議 室)

(学位 記被授与者4名)

欝
1覧徳無 童鐘

スキー教室

圃
13～14日

{%成8年 度大学 人学者選抜大学 人試セ ンタ

ー試験(本 学会場825名)

岡
13日 小野教授最終講…義

15H竹 光教授最終講義

平成8年 度大学 院入学 者選抜試験

25ロ 平成8年 度第2次 試験(前 期[程)

岡
旧

6日

7日

12日

13日

21日

25日

平成8年 度 大学 院入学者選抜試験合格 者発

表

平成8年 度第2次 試験(前 期 日程)合 格者

発表

水戸教授 最終講i義

平成8年 度第2次 試験(後 期 〕程)

小野教授 、竹 光教授 、水戸教授歓送式

平成8年 度第2次 試験(後 期 日程)合 格 者

発 表

平成7年 度学十学位記授 与式(於 体育館)

(学L学 位記被授与 者99名)

博f:学 位 記授与式(於 第2会 議室)

(博 士学位記被授与者18名)

ii
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ゴルフ部伝説

第3学 年 三 好 正 敬

「ゴル フ 部 に伝 説 あ り」
。ゴル フ部ORの 先生方 か

ら様 々 な 話 を聞 いて い くうち に僕 は 、そ う思 った。

とて も ・llで は語 れ な いが 、 その 中 で最 も印 象 に残

一一ノた 事 を書 く事に す る。

最 も印 象深 か った の は村 上 達 哉 先生 の話であ った。

先生 は北 海 道 学 生 選 手権 で;3位 とな り 〕本学 生 選 手

権 に 出場 され たの であ る、,日 本学 生 とい え ば学 生 ゴ

ル フで は最 高 の 大 会でL位 に 人 る者 は プ ロに な る 者

も 多い 、,(倉 本プ ロ、 丸 山 プ ロE',IC)

さ ら に 先生 は 、 この レベ ルの 高 い 大会 で'll時 〕 大

の学 生 だ った 東聡 プ ロ とプ レー され た そ うで あ る。

ち なみ に 痕聡 とい えば 昨 年 ジ ャ ン ボに 次 い で賞 金 ラ

ン キ ン グ2位 に な ワた プ ロ であ る。先 生 もか な りの

腕 であ った ら しいが 、 さす が に 束に は か な わ なか'り

た ら しい,,ミ ドル ホ・一ル で2打 目、 先生 が51で 打

つ とこ ろ を 東はPWで 打 っ てい るの をみ て驚 か れ た

とい う`ドだ った、,光 生の 功 績 は 、今 で は伝 説 で僕 も

Jazz研 究会の伝統

第4学 年 高橋 収

Jazzと い う もの を端 的 に 表現 で きる 人は 今の 部

貝には い ないでL/う,、 私が 入部Lた とき に 、Jazz

を 全 く語 れ な か ったの は 白分 だ け で した。 私 が そ の

時 の先 輩 ノ∫に学 んだ の は 、 誰 が どの楽 器 を演 奏 して

る とか 、 どの 曲 を誰 か 演 奏 したか な ど とい うJazz

の 歴 史 な どで は あ り ませ ん で した。ただ 言 、「Jazzy

に 演 奏す れば い い」 とだ け 言 わ れ ま した。 この ・言

は、私 に と ・て非常 に重 い,〒葉 で、す でに 用 意 され た楽

譜 を忠 実 に演 奏 して きた だ け の 自分 に と って は 、 な

か なか 埋 解 に 苦 しむ11葉 で した。

最 もJazz研 が 盛 え て い た頃 は 、バ ン ドが い くつ

か で き る ほ どで 、そ の レベ ル も今で は 足 元に も及ば

な いほ どで した 。 噛1、時 は 自分 達 で作 った オ リジナ ル

を演 奏 して 、そ れ を レ コー ド化 し て し ま うほ どの 勢

い で した,,

現 在 はJazzに は 素 人の 八聞 が 集 ま 一・て 、 ひ たす

ゴ ル フ部(うBa)中 に この よ うなサ ム ラ イか いた こ と

をほ こ りに思 一って い ます。

旭lll医 大 ゴル フ部 は 昭和48年 に1期 生の 岡 本洋 り℃

生 が 結 成 され た部 で あ る。'1塒 、原Fn典 先 生 が顧

問 をな され 、 部 貝 も10名 ぐら いだ りた そ うです 、,

そ の 中 で 当時 部貝 で あ っ た 、坂 本 尚志 先生 は 後蛮

を よ く指 導 し、 ス イン グの理 論や 練 習 メニ コー を考'

え るの が 好 きだ った ら しい.い つ しか ゴルフ部 で は 、

鬼軍 曹 と して伝 え られ る こ とに な る、,

「まず 自分 の 中 で 目的 を明確 に しろ
、、そ して それ

を達 成す る ため に 、 ど うい う練 習 をす れ ば い い のか

を考 え て み ろ」。

現 在 も部 貝に こ う手旨導 され て い る、,

教 育 と実 践 は 、部 活動 の み な らずす べ ての 事 にお

い て 大切 な 事で あ り、1山j方か うま くい っ ては じめ て

難関 を く ぐ りぬ け て い くこ とか で きる と思 い ま す。

こ こ で 占 いた2入 の 先'4.の 背 中 をみ て僕 た ちは難 関

をの りこ え てい か な けれ ば な らな いL、 そ うしてい

くこ とで 旭川 医 科 人こ学 ゴ几 フ部 の 歴 史 を作 ・、て いか

なけ れ ば いけ な い と、 争強 く感 じて い ま す、、

___..一 』1

ら諸 先 輩 方の 残 した伝 統 を受 け 継 ぐべ く、Jazzに

と り組 ん で い ま す、,年 に2～3度 の 演 奏 会の 場 を1没

け 、 オ リジナ ル とま では い か な い です が 、有 名 な山

を聴 き合 って実 際 に 自分達 で演 奏 して い ます 、、

私 達 が 先 輩 に一 歩 で も近 づ き 、Jazzll腫 発 展 さ

せ るた め に は 、Jazzyな 音 楽 を追 求す る こ とで しょ

う、,Jazz音 楽 は た とえ 同 じ曲 で あ ・って も、全 く1・」

じ演 奏 者が再 び それ を演 奏す る時 に 決 して同 じであ

る こ とは あ りませ ん 、,つ ま り、Jazzに は 高 度 な テ

クニ ッ ク を要 求 され るの で は な く、限 りな い創 造性

に 基 づ くユ ニー クな 表現 が 要 求 され るの で あ り、今

あ る私達 に求 め られ てい る 事なの です、,

逆 を 言えば 、 その場 の気 分 で好 きに吹 け るわ け で

まちが える とい う言葉 も存在 しませ ん.こ れかJazz

研 の 真 髄 で あ り伝統 で あ り、 二れ に関 してのyy_h

は 今 も昔 も変 わ りませ ん、、

これ か らは 、先 輩 方の あ たた か いi卸岳旨」尊の も とに

さ らな るJazz研 の 発展 をめ ざ して が んば りた い と

IL'sいま　ポII
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r一 〔
臨床検査医学講座 講師 林 由紀子

臨床検査医学講座 のメンバーは、池田教授 を中心

として、林 、河端 、幸村 の3教 官 と事務 の菅野 さん

の5人 です。検査医学 は、基礎 と臨床 の接点 として

の広範な分野 を含むため 、研究 ・教育 面で病院検査

部の スペ シャ リス ト達 との連携は不可 欠で、この点

で多数 の医局員に支 えられて いる他 の講座 とは異な

る雰囲気 を有 している と思われ ます 。

教室の研究 テーマは池田教授が前任 の血液セ ンタ

ー時代に発見 した、膜 蛋白CD36欠 損血小板 を主 と

した 「血小板機能 と病態」 というこ とにな ります。

しか しこれ は出発点であ り、奥深い生命現象 をよ り

根源的に探求 し、病態解析 、治療予 防などの…層の

進歩向上に寄与するこ とを目指 しています。具体 的

には、河端は造血幹細胞か ら リンパ球系に発現 され

る転写因子 、Ikaros遺 伝子 の構 造 異常 の解析 を行

い、 この遺伝 子異常に よる リンパ球系特有の腫瘍 の

発生機構の解明 を目指 してい ます。林 、幸村はCD

36欠 損の学生 さん(5～6%の 割合)の 好意に助 け

L==二 二=二 二==一====.

講樋に昇任しました

られて、CD36が 血小板機能発現 に到 る情報伝達系

に どのよ うに関与 しているか を解析 しています。血

小板凝集 、細胞内 カルシウム動員に種 々の制御 因子

が複雑 に作用 しなが ら、 どの よ うな役割 を荷 ってい

るか とい う問題は、内外 で年間数百 もの報告が なさ

れ ているほ ど興味 深い分野 です。それで もまだ次々

と新事実がでなければな らないほ ど不明な部分の 多

い奥深 い現象で もあ ります。

予算 、人貝の面 で もか な り小 さな講座 ですが、お

金 、人手不 足の部分 は、他の研 究者 との共 同研究 、

検査部技師の人達 との連帯 などに助 け られ、何 よ り

も教 授 を中心 とした教室全体の探求心 、常識 に挑戦

す る合理 的懐 疑精神 を持 って比較 的楽 しく研究 して

います。

名

属

学

言

獄

と

氏

所

出

ひ

=_==酬__==]
さい とう やすひろ

氏 名 斉藤 泰博

所 属 放射線医学講座

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言 今後は放射線診断が

仕事の中心 となりそ

うですが、出来るだ

かど まさのり

門 正則

眼科学講座

旭川医科 大学

医師 として、14年 目

を迎 えようとしてお

ります。現在 、解剖

学 第二講座 の御指導の もとで、松果体 に関す る基礎

的研究 をしています。眼科学講座 の講師 として、い

っそ う尽力致 しますので、よろしくお願い致 します。

け幅広 く、色々な分野 とも関わ り合 い を持 って いき

たいと考 えています。今後 とも何卒 、御指導 、御鞭

握 の程 お願 い致 します。

凶 置」隅 国8趨 巴昌凶5」 監麓匿■匡ユ属 置8■監昌巴」賦置5」駆=■ 匹■u繍 監if」鳳置5」匡呂匿コ隅昌■■■墨8」v4■ 屋呂塞」監置塞」巳冨属掴監昌

たかはたH:G

氏 名 高畑 治

所 属 麻酔 ・蘇生学講座

出身大学 旭川医科大学

ひ と 言 此の度、講師に昇任

させて頂きました。

平成8年2月 からア

メ リカ留学の ため 、一 時不在 とはな ります が、麻酔

学の分野 を 多くの方々に御理解 いただ きます様一層

努力 したい と在 じます 。宜 しくお願い 申し上 げます。

一13一
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平成8年 度 前期分授業料免除

及び延納 ・分納 について
'F成8年 度 前期 分授 業料 免除 及び延納 ・分納 を希

望する学生で、ド記基準のい ずれかに該 当す る と思 わ

れ る学生は、教務部学 生課厚生係 で必要 井顛 を受 け取

り ド記の期間 内に 申請 して下 さい、

なお 、申請者 につい ては 、選 考の問授業 料の納 入

を猶予 します。

また、不明 な点 は、同係に問 い合わせ願 い ます。

記

1,授 業料 免除基 準

(1)経 済 的埋 由に よって授 業料 の納付 が困難で あ

り、かつ 、学 業優 秀で ある と認め られる場 合

なお 、」ド成8年 度にお いて原級に留置 され て

い る者Xは 、最短修 業年限 を越 えて在学 してい

る 者は 、免除 の対 象 とLな い(休 学 の理 由に よ

るYを 除 く。)

(2>授 業 料納期 前6ヵ 月以内(新 入生に ついては 、

入学 前1年 以 内)に お いて学 生の学 資を羊 とし

て負担 している者(以 ド「学 資負担者1と い う1、)

が 死 亡 し、又は本 入若 しくは学 資 負担 折か風 水

害 等の 災害 を'受けた こ とに より、授 業料 の納付

か 緒=しく困 難であ ると認め られ る場 合

(3)(2>に 準 ず る場nで あ って、学 長か相 当 と認め

る 申」由が ある場 合

2,申 請,ll=類

(D授 業 料 免除 申請書

(2)学 資 負担 者か死亡 した場 合は死亡診断 書(写)

(3>災 害 を受 けた場 合は罹 災証 明書(市 区町 村、

警察、消防 署が発行 した もび)。)

(4)市 区 町村 発行の所得証明 酵(給 与所得 膏につ

い ては 、'F成7年 分の源泉徴収 票 を、給 与所得

者以外については、'1`成7年 分の確定 申告書(.・

面 ・二面)等 の写 し(生 計 を一一にす る家 族全員

分)を 、また、学資負担者 が死 亡した場 合は 、

死 亡前の所 得証明書 を併せ て添付す るこ とΩ

(5)火 業 者は 、民生 委貝又は職業安 定所の証 明書

(6)生 命 保険 金の支払い を受 けた場 合は 、当該 保

険 会社の保険 金 支払証明書

(7)家 族 の4}に 就 学 者がい る場 合は 、その 者(申

請者 本 人及 び義務教 育の就学者 は除 く)の 在学

証 明11F1二

(8)そ の 他家庭 事情 に よ り参考 とな る証明 井等

3,申 請期 間

(D在 学 生 一r成8年2月20日(火)

～31J29[(金)

(2)平 成8年 度人学生 …平 成8年4月5目(金)

～4月19[(金)

平成8年度 日本育英会奨学生の募集について

日本育 英会は、優秀 な学牛 で経済的理山 のため就

学困難 な者 に学 資 を貸与Lて お り 圭.弓

本学 では、 目本育 英会か らの推 薦依頼に 基つ き、

出願 者の 種 々の条件 を ξ慮Lて 選 考を行い、H-"fl

英 会へ推 薦 します

ただ し、 日本育 英会では奨学 金貸与の種別=と に

推 薦基 準か定 め られて お り その 資格か あ・・て も採

用枠の関係 で推 薦 できない場 合があ りまづー

奨学 生の4要 項 を、4月 一L句に公用掲 示板 に掲

示 し ますので、貸 与を希望する学生は、提 出期限 に遅

れな いよ う所定 の書類 を教 務部'学生課厚 生係 にぜ是出

Lて くた さい,

な お 、募集の時期以 外に家 計の急!変に よ り、学 資

の支弁に 困難な 中卜情が 生L:た 場r}は 、18iJ係に相 談 し

て くだ さい,

学生教育研究災害傷害保険の加入について
本学 は 、 学 生 の 止 課 中 ・課 外 活 動i・ 通 学 中 お よ び 入

学 の授 業 等 、学 校 行 事 ま た は 課 外 活 動 で 地 設 問 不呂動 中 に

お け る 災 害 事 故 補 償 の た め に じ学 生 教 育 研 究 災1ll二傷 害 保

険 」 の 賛助 会 貝 尺学 と な り ド記 の とお り加 人'、芝付 事 務 等

をそ」'・って い ま す,、

ノトf呆1喚は 、学ニノlv)η二∬カjk済 を,1{,小ことLて ヱ唯'営され て お

り 、学 牛.牛.活 中O)ノ 」'・の 場 合 に 備 ズ 、 で き る た け イh貝の

加 人 を 勧 め て い ます 。

な お 、 本 年4月 よ り通 学 中 等 傷 害 危 険 担 保 特 約 か 付 帯

され ま し た の で ノ川人 を 希 望9る 学 生 は 教 務 部 学'1.講U}ノ牛

係 に 申L込 ん て噛くた さい,,

,1己

1.'受 丁 で・1'其月IHI自 ・1リノ比8s1・4月8il(月)

-.'卜b比8fl「41128日(日)

2.Sul.f」 窓rl教 務 部学'1・課 厚'1係

:3。 保 険 料(通 学 中 等二傷r,fi.険 州 保 特 糸')含もつ

6年 間

5年 間

4年 問

3年 問

2年 間

1年 間

4,3001q

3,750円

3,100円

"
,9001'1

1firiOI'1

950円

1900円)

{8`〕Ol1】1

〔Fi501'1)

(500円}

〔;350円}

1200ill}

()は 通 学 中 等1晃吾「1曇f危険411保 特 糸り保 険 料 分

n.芝 払 い 保 険 金 の 棟 類 とriii
一 一 一 一 一..一

学 校 施 設 内 の 休 憩 中
学 校 施 設 内 外 の 課 外
7ii動 中 〔学 校 施 、{隻外
・ハ課 外 活 動 に つ い て

は 、k"4'lili出 た ～II1

動 に 限 る。)
一一 一 一 ・.一 一一一一

一

1ズ 分

種 類

一 幽 一.一

正 課 中

学 佼fib中

一 一.一 一 一 ・ 一.一 一一

死 亡 保 険 金 且,'LUU乃 円 600ノ ノ円

後遺障害保険金 54ノ ∫F卜.1,H()0ノ ∫円 27ノ ∫il〕.-9〔}0川1】

医 療 保 険 金
婁 治 療 日数4[
以Lが 対 象

6「 円 一30〃 「1〕

喫 治 療 日数14n
以1か 対 象

3川1】 一:w万 円

人 院 ノ]II算 金 1目 に つ き4,U1}o円一 一 一. i日 に.,き4,0(1111'J-一 一 一..一.一 一一

通学 巾r穿傷害 危険 担 保特 筆'∫
一、、
＼ 区 分

種類＼
通 学 中 、大 学 の授 業等 、
学 校 行 事 また は 課外 活 動
で施 設 問移動 中

牝 亡 保 険 金 600ノ ノ円

後 」貰障 害保 険 金

医 療 保 険 金

27万 円 一一900万f'1

実 治 療[数14[
以Lか 対 象
:t万1'1--al}万II] 一.一

入 院 加 算 金 1目 に..,き4,U1}〔1円
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20歳 以上の学生の国民年金
への加入 につ いて

国民年金法の改正に伴い、大学に在学する学生で

20歳 以上の者は、平成3年4月1日 か ら国民年金の被保

険者(当 然加入)と して適用を受けることになりました。

従来学生については、20歳 以後在学中に障害者 と

なった場合、国民年金に加入していない限 り障害棊

礎年金が支給されず無年金 となっていました。また、

基礎年金制度は、原則 として、20歳 か ら60歳 までの

40年間加入することを前提に満額の老齢基礎年金を

支給することとされていますが、学生は、任意加入と

されていたため20歳以上の在学期間中に、国民年金に加

入していなかったものについては、卒業後年金制度に加

入しても満額の老齢基礎年金が受けられませんでした。

このため、国民年金法が改正 され、平成3年4月

1日 から、20歳以上の学生 も全て国民年金に当然加

入することになりました。

なお、国民年金への加入の手続 き、保険料の納付

方法及び保険料の免除等の詳細については、住民票

を登録 している市区町村の国民年金担当窓口へ直接

問い合わせ ください。

学 内 ニ ュー ス

スキー教室が留学生を

交えて実施される

去る12月18日(月)～19日㈹の両 日、恒例のスキー教

室が北大雪スキー場で実施 されました。

外国人留学生8名 を含む21名 の学生の参加 を得、

昼は講習、夜には講師及び外国人留学生を囲んでの懇

親会 と、楽しいひと時が瞬 く間に過 ぎて行きました。

初めてスキーを履いた参加者 も、帰るころには リ

フ トに乗れるまでF:達 し、有意義な2日 間となった

ようです。(学 生課)

1馨:㌻謝 翫 哨
r
遭

スキー教宣参加看
t

可

「新歓合宿」のお知らせ

新入生歓迎実行委員会

毎年大好評の 「新入生歓迎合宿」を、今年 も4月

6、7日 に行 うことにな りました。

予定されている内容は次の とおりです。まず校内

では、各クラブの紹介、学年め ぐりなどがあります。

特に、 クラブの紹介は見ものです。うちの学生のほ

とんどが、どこかのクラブに所属 していて、各クラ

ブそれぞれが、強烈な印象を与えようと、クラブ紹

介を試行錯誤 しています。校 内の後は、観音ロイタ

ーに移動 して
、グループごとの先輩方 との交流会、

自己紹介を含めたゲーム、クラブ歓誘が行われ、そ

の後は1年 生だけの時間 となります。新 しい友と飲

み明かし、語 り明か し、大学生活の最初の有意義な

時間を過ごせ ると思います。

毎年、ほぼ全員が参加 しているので、今年 も新入

生全員が楽 しめるように、上級生共々、心 より新入

生の参加をお待ちしています。

入院患者さんと

クリスマスコンサート

室 内合奏 団 ・合唱部 に よる クリスマ スコンサ ー ト

が 、12月22日 働 ・23日(十)それ ぞれ病 院 ロビー で行 わ

れ ま した。

この コンサー トは、 日頃の練習 成果 を発表す ると

ともに 、入院生活 を送 ってい る患者 さんヘ ク リスマ

スの雰囲気 を味わ って もらお う と、 この時期毎年 企

画 され てい るもの です。

ロビー には、患者 さんな どた くさんの方々が 、 ク

リスマ スソン グな どに 耳 を傾 けて いま した。

(学 生課)

ll＼∵1!1鋸い ㌧驚 ㌦

fニル 斗 こ
室内合奏団と聴き入る患者さん
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卦 報

本学 名誉教授 安lll博 氏

(70歳)に は、'F成7年ll

月1日(水)'r前5時40分 転

移性肺 がんのため ご逝 去 され ま した。

ここに謹 んで 哀悼 の意 を表 します、

同氏 は開学 直後の昭 和49年4月1目 に一般 教育の

数 学教授 として就任 され、平成3年3)J31f1停 年 に

よ り退官 され るまで永 年 にわた って、数学 の研究 と

学 生の教育 ・指導 にあた られ 、本学 の発展 ・進歩に

多大な貢献 をなされ ました。

また、学術研究 面では 、微 分幾何学 、計量微分幾

何学 の研究1い 、その優 れた研 究 業績 は国際的に

も高 く評価 され てい ま した。

そのほか 、本学 の創 設期 において 、一般教 育のあ

りh'に ついて検討 し、授業実施 計iiiの 策定や 入学試

験 ノ∫法 の立案 、建 築基本構 想の参画 に携 わ り、道北

地域 の医療 の 中心 とLて の 本学 の基礎 を築 いた こ と

は 、高 く評価 され てお り、その功績 は まこ とに顕著

であ りまLた 、,(庶 務 課)

学生団体の設立・継続届について

Ll五成8年 度にお い て
、新 し く設立 しよ うとす る学

生団体、 もLく は活動 を継 続 しよ うとす る団体は 、

4月26L1㈲ ま でに設 、ンニ届 または継続届 を学生係 に提

出 して くだ さい、,

な お 、継続届 の提 出か ない学 生団体 は 、解散Lた

もの として処理 しますの で注意 して下 さい。

(学 生課)

教官の異動

辞 職9G.1'L.31救
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大動 脈手術 は夜行 われ る

最近 、司鵬遼 太郎氏が腹音11大動 脈瘤破裂 で 亡くな り

た。 大量 の111:1(11があ ったこ とか ら病 状 を予想 するに 大

動 脈瘤か トニ指 腸に穿破 した もグ)と思われ る。 占くは

ア インシ ータイン も腹部 大動 脈瘤破 裂 で亡 くなってい

る、,大動脈疾 患は 大動脈瘤 と大動 脈解離 があ り、前 者

は高速道路 の 老朽化に相 当 し、後者は地廣 に よりt.

の 破壊が将 棋倒 しに進 行す る疾 患に例 え られ る、、大動

脈解離 は、経過が極め て速 く、r術 な しでは24時 間以

内に4000が 死亡 す る、、俳優 の石 原裕 次郎氏か 都内の 某

大学 で緊急手術 を受け たの も大動 脈解離 であ り、高齢

者と高!血圧 に 多いの は明 らかであ る.大 動脈解 離は 、

大動脈瘤 に比べ以 前は診断 か困難な疾患 であ り、fiO°'o

以 上 が 診察 を受け られ ない まま頓死 していた と推測 さ

れ る如 く、緊急r術 の機 会は 多 くは なか'・、た疾 患 であ

る、,しか し、 今や 本学 医療 圏におい て 人口3,000人 に

も満 たない町村病院 です ら立派なcT断 層撮 景三装置 を備

え診断 かつけ られ て紹 介 されて くる、,r年 に 入 り症例

が急増 していJa,,旭 川 には心 臓 大」r.管を ヂ術す る施設

か 当科 を含め て3施 設あ り、最近 、名寄ll∫立病 院が1川

わ 一って道北 は4施 設になった、,人日に」'ヒベ て何 と過剰

なこ とだろ う と思 われ る万もあ るだ ろ うが、/L日 は 、

これ ら4施 設か 全て胸部 大動 脈手林∫で2711j=問 貸 切 りと

なった。病 気の 多くはなぜ か夜間に 発症 す るが 、大動

脈疾患 も例外 では ない、我 々の患者 は午後10時 に 本院

に到着 し、例に よ一・、て夜中の12時 か ら予術か開始 され

た、,千術の第 ・の 目標は、心臓にlll]か'・・て進 展す る胸

部大動 脈解離 を人工da管 に潰 き換 え、心 タンポナー デ

を防1トす るこ とに ある。 壬術で は人工心 肺で患 音の体

温 を18℃ まで冷却 し令ての活動 を停 止させ て取 り換 え

に かか る。我 々の 手術は翌午後1fl寺に 終Jし1CUに 搬

送 された。ICUに 戻 一ってから主治医は家族に病』尺を説Ill】

し、術後管理 を し、24時 間眠 らなか 一.、たので1日 得を

Lた 勘定にな る、,心身 共に疲弊 し回復に数 「1/'J.Lを要

す るのは患 者ばか りではな い.こ の よ うな努力 に もか

か わ らず種/1の 術 後合1井症 や解離 のNi発 などによ り、

依 然 として死亡率 は高い.こ の よ うな疾 患に 対 し救 命

率 をいかに向Lさ せ るかか 、我 々の当面の課題 である、,

オー ス トラ リアか らの報告 では数100kmの 医 療圏 をヘ

リコフ ターが網羅 し、1時 間/'/,内に はセ ン ター一病 院へ

搬 送 され る といわれ る,,移 送11寺間 を1時 閲以 内に短縮

し、10回 の移動 を41ulに し 、 ア術前準備時間 をゼ ロに

し、手術時間 を'卜分にす るこ とは差 し当た り我 々に と

・.'て不 ・∫能 な 目棟 では な く、-.た と努 力の 余地 は まだ

多く残 され ている。

(外 科学 第 ・講1坐 助教授)
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